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両
社
は
そ
れ
ぞ

れ
「
む
す
び
え
」

と
連
携
し
て
子
ど

も
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し

て
き
た
こ
と
か
ら
協
業
を
開

始
し
た
。
日
本
ケ
ロ
ッ
グ
の

山
路
真
由
Ｐ
Ｒ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
、「
両
社
の
強
み
を
生

か
し
、
社
会
課
題
に
ど
う
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
か
議
論
を

重
ね
た
」
と
説
明
す
る
。

　

背
景
に
は
、
日
本
の
子
ど

も
の
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が

あ
る
。
こ
ど
も
家
庭
庁
の
調

査
で
は
、「
自
分
が
好
き
」

と
答
え
た
子
ど
も
の
割
合
は

17
・
２
％
で
、
フ
ラ
ン
ス
や

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ
ツ
の

約
３
割
、
米
国
の
38
・
１
％

を
下
回
る
。

　

山
路
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

「『
自
分
で
で
き
た
』
と
い
う

成
功
体
験
が
不
足
し
て
い
る
。

朝
食
や
歯
磨
き
は
子
ど
も
自

身
が
主
体
的
に
取
り
組
み
や

す
く
、
そ
の
積
み
重
ね
が
自

信
に
つ
な
が
る
」
と
話
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
と
日
本
ケ
ロ
ッ
グ
は
７
月
23
日
、
全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ

ン
タ
ー「
む
す
び
え
」の
協
力
の
も
と
、東
京
都
渋
谷
区
で「
朝
の
カ
ミ
カ
ミ
・

ピ
カ
ピ
カ
習
慣 
体
験
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
た
。
朝
食
で
の
咀
嚼
と
食
後

の
歯
磨
き
を
一
連
の
生
活
習
慣
と
し
て
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、

子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
の
向
上
を
目
指
し
た
。

　
「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」

（
奈
良
県
）
が
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
日

本
の
登
録
総
数
は
27
件
目

に
な
る
と
い
う
。
中
国
や

朝
鮮
半
島
の
緊
密
な
交
流

を
反
映
し
、
中
央
集
権
体

制
を
基
盤
と
し
た
東
ア
ジ

ア
古
代
国
家
が
成
立
し
た

過
程
を
証
明
し
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
。
歴
史

に
詳
し
く
な
い
私
も
、
遣

隋
使
や
遣
唐
使
に
代
表
さ

れ
る
人
的
交
流
が
盛
ん

で
、
海
外
の
影
響
を
受
け

て
き
た
時
代
あ
る
こ
と
は

学
ん
だ
。
今
回
の
世
界
遺

産
を
通
じ
て
、
外
交
問
題

を
は
じ
め
近
年
の
東
ア
ジ

ア
情
勢
の
緊
張
緩

和
や
相
互
理
解
に

つ
な
が
る
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

　

私
の
奈
良
観
光

は
、
中
学
の
修
学
旅
行
、

友
人
と
巡
っ
た
大
学
時

代
、
そ
し
て
「
平
城
遷
都

１
３
０
０
年
祭
」（
２
０

１
０
年
）
の
わ
ず
か
３

回
。
そ
の
う
ち
前
者
２
つ

の
観
光
は
奈
良
市
内
で
完

結
し
、
遷
都
１
３
０
０
年

祭
で
初
め
て
、
飛
鳥
・
藤

原
エ
リ
ア
を
巡
っ
た
。
あ

れ
か
ら
10
年
以
上
も
経

ち
、
記
憶
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
行
く
先
々
で
見
か

け
た
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
せ
ん
と
く
ん
」
だ
が
、

飛
鳥
時
代
と
言
え
ば
、
や

は
り
推
古
天
皇
の
摂
政
と

し
て
活
躍
し
た
聖
徳
太
子

だ
ろ
う
。
教
科
書
で
習
う

聖
徳
太
子
は
聖
人
・
傑
物

で
、
10
人
の
話
を
同
時
に

聞
き
分
け
ら
れ
た
な
ど
超

人
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

勉
強
嫌
い
だ
っ
た
私
の
心

も
大
い
に
く
す
ぐ
っ
た
。

自
分
に
も
そ
の
能
力
が
あ

る
こ
と
を
期
待
し
、
教
室

内
で
周
囲
の
声
に
耳
を
傾

け
た
。
自
分
が
凡
人
で
あ

る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た

の
も
彼
だ
っ
た
。
生
ま
れ

て
す
ぐ
に
し
ゃ
べ
っ
た
か

ど
う
か
を
母
親
に
聞
く
ま

で
も
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
小
学
校

時
代
に
築
か
れ
た
聖
徳
太

子
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
小
説

「
神
を
統
べ
る
者
」（
荒
山

徹
著
）
と
の
出
合
い
に
よ

っ
て
大
崩
壊
す
る
こ
と
に

な
る
。
聖
徳
太
子
を
主
人

公
に
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

だ
が
、
読
み
進
め
て
い
く

内
に
、
憧
れ
の
存
在
に
裏

切
ら
れ
る
気
持
ち
が
膨
ら

ん
だ
。
小
説
の
内
容
が
史

実
に
沿
っ
て
い
る
か
ど
う

か
気
に
な
っ
て
調
べ
て
み

れ
ば
、
小
説
ほ
ど

の
物
語
性
は
な
い

も
の
の
、
様
々
な

逸
話
が
多
い
人
物

で
あ
る
こ
と
を
知

る
。

　

た
だ
、
子
ど
も
の
頃
に

抱
い
た
聖
徳
太
子
の
イ
メ

ー
ジ
は
消
え
ず
に
残
っ
て

い
る
。
複
数
の
声
を
同
時

に
聞
き
分
け
る
こ
と
も
Ａ

Ｉ
な
ら
ば
可
能
な
時
代
を

迎
え
、
憧
れ
の
存
在
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
る
。（
菅
）

飛
鳥
の
イ
メ
ー
ジ

朝
の
生
活
習
慣
か
ら
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
向
上
へ

咀
嚼・歯
磨
き
を
一体
で
啓
発
、

異
業
種
連
携
で「
小
さ
な
成
功
体
験
」を
創
出

朝
食
と
歯
磨
き
を
一体
で

体
験
、習
慣
化
を
後
押
し

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
23
人
が
参

加
し
、
衛
生
講
座
、
咀
嚼
体

験
、
シ
リ
ア
ル
作
り
、
歯
み

が
き
講
座
、
デ
コ
歯
ブ
ラ
シ

工
作
な
ど
を
実
施
し
た
。
ラ

イ
オ
ン
は
咀
嚼
力
を
確
認
す

る
「
噛
も
っ
と
！
ガ
ム
」
の

体
験
や
歯
み
が
き
指
導
を
、

日
本
ケ
ロ
ッ
グ
は
朝
食
の
役

割
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
学
ぶ

食
育
講
座
を
担
当
。
子
ど
も

た
ち
は
シ
リ
ア
ル
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
で
自
分
だ
け
の
「
Ｍ

ｙ
シ
リ
ア
ル
」
を
作
り
、
朝

食
か
ら
歯
磨
き
ま
で
を
一
連

の
生
活
習
慣
と
し
て
楽
し
み

な
が
ら
体
験
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
毎
回
し
っ
か
り
歯

を
磨
き
た
い
」
と
い
っ
た
声

も
聞
か
れ
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
は
２
０
２
１
年

か
ら
「
お
く
ち
か
ら
だ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
、
全

国
の
こ
ど
も
食
堂
で
オ
ー
ラ

ル
ケ
ア
体
験
を
実
施
し
て
い

る
。
紙
芝
居
や
ゲ
ー
ム
、
自

分
で
装
飾
す
る
デ
コ
歯
ブ
ラ

シ
工
作
な
ど
を
通
じ
、
家
庭

環
境
や
発
達
特
性
に
か
か
わ

ら
ず
取
り
組
め
る
「
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
」

を
推
進
す
る
。
総
務
室
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
施
策
チ
ー
ム

の
髙
橋
典
子
氏
は
、「
歯
磨

き
が
で
き
た
こ
と
を
大
人
が

認
め
、
褒
め
る
こ
と
が
子
ど

も
の
自
信
や
自
己
肯
定
感
に

つ
な
が
る
」
と
話
し
た
。

　

一
方
、
日
本
ケ
ロ
ッ
グ
は

２
０
２
２
年
か
ら
「
ケ
ロ
ッ

グ
毎
日
朝
ご
は
ん
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
展
開
し
、
こ
ど
も

食
堂
へ
シ
リ
ア
ル
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
を
提
供
し
て
朝
食
習

慣
の
定
着
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
向
上
、
咀
嚼
機
会
の
創
出

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回

の
協
業
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

培
っ
て
き
た
取
り
組
み
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
衛

生
」「
朝
食
」「
歯
磨
き
」
を

切
れ
目
な
く
体
験
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
現
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
先
立
ち
、
静

岡
県
立
大
学
食
品
栄
養
科
学

部
の
桑
野
稔
子
教
授
は
、
咀

嚼
や
共
食
が
子
ど
も
の
心
身

の
発
達
に
与
え
る
影
響
を
紹

介
し
た
。
未
就
学
児
調
査
で

は
、
あ
ま
り
噛
ま
な
い
子
ど

も
は
問
題
行
動
の
リ
ス
ク
が

高
い
傾
向
が
み
ら
れ
、
１
食

当
た
り
の
咀
嚼
回
数
も
戦
前

の
約
１
４
０
０
回
か
ら
約
６

０
０
回
ま
で
減
少
し
て
い
る

と
説
明
。「
噛
み
応
え
の
あ

る
食
品
を
取
り
入
れ
、
意
識

し
て
噛
む
習
慣
が
重
要
」
と

述
べ
た
。
ま
た
、
家
族
と
の

朝
食
機
会
が
少
な
い
子
ど
も

ほ
ど
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の

課
題
を
抱
え
る
割
合
が
高
い

と
し
、「
安
心
で
き
る
相
手

と
の
共
食
は
心
の
健
康
に
も

良
い
影
響
を
与
え
る
」
と
指

摘
し
た
。

　

桑
野
教
授
は
、「
日
本
ケ

ロ
ッ
グ
は
共
食
の
機
会
を
、

ラ
イ
オ
ン
は
大
人
に
認
め
ら

れ
る
体
験
を
提
供
し
て
い

日本ケロッグライオン

開
発
、
製
造
、
販
売
、
輸
出

入
を
手
掛
け
る
。

　

ラ
イ
オ
ン
は
中
期
経
営
計

画
「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
２
０
３

０ 

２
nd 

Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
」
で

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ケ
ア
事
業
を

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
に
位

置
づ
け
て
お
り
、
Ｓ
ｕ
ｋ
ｉ

ｎ
の
日
本
展
開
を
通
じ
て
事

業
成
長
を
図
る
。

る
。
両
社
の
活
動
は
健
康
づ

く
り
と
自
己
肯
定
感
の
醸
成

を
結
び
つ
け
る
意
義
深
い
取

り
組
み
」
と
評
価
し
た
。

　

今
回
の
協
業
は
、
食
品
メ

ー
カ
ー
と
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
メ

ー
カ
ー
が
「
朝
食
」「
咀
嚼
」

「
歯
磨
き
」
を
生
活
習
慣
と

し
て
一
体
提
案
し
、
健
康
づ

く
り
と
自
己
肯
定
感
の
向
上

を
目
指
し
た
点
に
特
徴
が
あ

る
。

　

近
年
、
企
業
の
健
康
提
案

は
栄
養
や
口
腔
衛
生
と
い
っ

た
個
別
領
域
か
ら
、
生
活
習

慣
全
体
を
通
じ
た
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
の
実
現
へ
と
広
が

っ
て
い
る
。
異
業
種
が
専
門

性
を
持
ち
寄
り
、
日
常
生
活

の
行
動
変
容
を
促
す
モ
デ
ル

と
し
て
、
今
後
の
展
開
が
注

目
さ
れ
る
。

　

同
社
は
２
０
２
６
年
１

月
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ナ

チ
ュ
ラ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ケ
ア

売
上
高
№
１
の
ブ
ラ
ン
ド

「
Ｓ
ｕ
ｋ
ｉ
ｎ
」を
展
開
す
る

Ｐ
Ｎ
Ｂ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｏ
ｌ
ｉ

ｄ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ 

Ｐ
ｔ
ｙ 
Ｌ
ｔ

ｄ
の
全
株
式
を
取
得
。
今
回

の
子
会
社
設
立
は
、
同
ブ
ラ

ン
ド
の
ア
ジ
ア
展
開
に
向
け

た
取
り
組
み
の
一
環
と
な
る
。

　

Ｓ
ｕ
ｋ
ｉ
ｎ
は
「
地
球
に

負
担
を
か
け
な
い
ス
キ
ン
ケ

ア
」
を
掲
げ
、
肌
や
環
境
に

配
慮
し
た
ク
リ
ー
ン
ナ
チ
ュ

ラ
ル
ス
キ
ン
ケ
ア
を
特
徴
と

す
る
。
ラ
イ
オ
ン
は
、
日
本

国
内
で
環
境
意
識
の
高
ま
り

や
肌
ス
ト
レ
ス
へ
の
関
心
を

背
景
に
市
場
拡
大
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
既
存
事
業

で
培
っ
た
知
見
を
掛
け
合
わ

せ
、
新
た
な
成
長
機
会
の
創

出
を
目
指
す
。

　

新
会
社
は
東
京
都
台
東
区

に
設
立
し
、
資
本
金
は
６
０

０
０
万
円
。
代
表
取
締
役
社

長
に
は
笠
原
陽
子
氏
が
就
任

し
た
。化
粧
品
や
化
粧
雑
貨
、

ト
イ
レ
タ
リ
ー
用
品
な
ど
の

　

ラ
イ
オ
ン
は
7
月
31
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

発
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ケ
ア
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｓ

ｕ
ｋ
ｉ
ｎ
（
ス
ー
キ
ン
）」
の
輸
入
・
販
売
を
担
う

１
０
０
％
子
会
社
「
Ｓ
ｕ
ｋ
ｉ
ｎ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
を

設
立
し
た
と
発
表
し
た
。
２
０
２
６
年
11
月
か
ら
日

本
国
内
で
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品
の
販
売
を
開
始
す
る
。

「
Ｓｕ
ｋ
ｉｎ
」国
内
販
売
会
社
を
設
立

11
月
か
ら
日
本
国
内
で
展
開

ライオン

る
マ
ー
ブ
ル
模
様
も
特
徴

だ
。
石
鹸
は
、
熱
を
加
え

ず
反
応
熱
の
み
で
じ
っ
く

り
熟
成
さ
せ
る
コ
ー
ル
ド

プ
ロ
セ
ス
製
法
を
採
用
し

て
お
り
、
完
成
ま
で
に
約

90
日
間
の
乾
燥
期
間
を
要

す
る
。
そ
の
た
め
、
当
初

は
需
要
増
に
対
し
て
製
造

が
追
い
つ
か
ず
、
品
薄
状

態
が
続
い
て
し
ま
う
と

い
う
課
題
を
抱
え
て
い

た
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
、

１
年
過
ぎ
た
頃
に
提
案
し

た
「
ボ
タ
ニ
カ
ル
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
洗
顔
石

鹸
」（
写
真
中
央
）
だ
。

洗
顔
石
鹸
に
キ
ュ
ー
ブ
型

の
ミ
ニ
サ
イ
ズ
（
20
ｇ
）

を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
、
顧

客
が
自
由
に
組

み
合
わ
せ
て
、

自
分
だ
け
の
ギ

フ
ト
を
購
入
で

き
る
セ
ッ
ト
販

売
を
開
始
し

た
。
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
店
の
小
分

け
販
売
か
ら
着

想
を
得
た
と
い

う
。
贈
る
相
手

を
想
い
な
が
ら

　

沖
縄
発
ス
キ
ン
ケ
ア
ブ

ラ
ン
ド
「
Ｓ
ｕ
ｉ
Ｓ
ａ
ｖ

ｏ
ｎ
―
首
里
石
鹸
―
」が
、

沖
縄
素
材
の
魅
力
を
引
き

出
す
独
自
の
製
品
開
発
と

店
舗
を
軸
に
し
た
接
客
販

売
で
、「
エ
ッ
セ
ン
ス
ハ

ン
ド
ク
リ
ー
ム
」
や
「
琉

球
の
ホ
ワ
イ
ト
マ
リ
ン
ク

レ
イ
洗
顔
石
鹸
」
な
ど
の

ヒ
ッ
ト
商
品
を
創
出
し
、

フ
ァ
ン
層
を
全
国
に
広
げ

て
い
る
。

　

観
光
客
の
多
い
沖
縄
県

内
の
店
舗
で
は
お
土
産
需

要
も
高
く
、
外
国
人
に
も

人
気
で
、
今
年
５
月
に
は

初
の
海
外
店
舗
を
台
湾
に

出
店
し
た
。
現
在
、
国
内

外
35
店
舗
（
26
年
５
月
現

在
）
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ン
ド
は
、
２
０
１

６
年
に
手
作
り
石
鹸
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
基

幹
商
品
「
ボ
タ
ニ
カ
ル
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
洗
顔
石
鹸
」

（
１
３
０
ｇ
）
は
、
月
桃

や
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
な
ど

沖
縄
産
の
植
物
や
果
物
を

ベ
ー
ス
に
、
香
り
や
色
、

配
合
原
料
で
沖
縄
ら
し
さ

を
追
求
し
て
い
る
。
１
つ

ひ
と
つ
デ
ザ
イ
ン
が
異
な

選
ぶ
ギ
フ
ト
体
験
と
し
て

も
大
き
な
反
響
を
呼
び
、

ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
を
一

気
に
引
き
上
げ
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
の
成
長
を
支

え
て
い
る
の
は
、
製
品
開

発
か
ら
店
舗
運
営
ま
で

「
対
話
」
を
軸
に
し
た
独

自
の
事
業
モ
デ
ル
だ
。
今

秋
に
は
、
長
年
の
愛
用
者

か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
が
増
え

て
い
た
高
機
能
エ
イ
ジ
ン

グ
ケ
ア
シ
リ
ー
ズ
を
発
売

す
る
。
ブ
ラ
ン
ド
初
と
な

る
医
薬
部
外
品
の
薬
用
シ

リ
ー
ズ
と
な
り
、
緒
方
教

介
代
表
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
な
取
り
組
み
」
と
し

な
が
ら
も
、
導
入
美
容
液

「
二
層
式
ブ
ー
ス
タ
ー
セ

ラ
ム
」
の
好
調
な
ど
近
年

の
売
上
実
績
か
ら
、「
本

格
的
な
ス
キ
ン
ケ
ア
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
の
認
知
も
定

着
し
つ
つ
あ
る
」
と
の
見

方
を
強
め
て
い
る
。

　

情
緒
的
な
沖
縄
ブ
ラ
ン

ド
の
価
値
に
、
機
能
性
へ

の
こ
だ
わ
り
を
加
え
、
新

た
な
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
創

出
を
目
指
す
。　　
　
（
菅
）

「
体
験
」軸
で
全
国
区
に
、ブ
ラ
ン
ド
進
化

「ボタニカルハンドメイド洗顔石鹸」
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